
毎年「藤まつり」ではこどもたちが描いた雄大な鯉のぼり

が来る人を楽しませてくれます。

今回は、こどもたちが鯉のぼりに楽しく描いている様子を

取材してきました。

岡部のミカンとお茶を
イメージした色でこいのぼりを
作りました。
年中児は手形、年長児は絵具で
星模様を描きました。

V o l .

ふ じ え だ 市 議 会 だ よ り

令 和 ７ 年 ５ 月 号
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「泳げ！みんなの鯉のぼり」事業を実施した
藤枝青年会議所　理事長　徳田航介さん
今年も藤枝青年会議所において、蓮華寺池公
園でのこいのぼり事業を実施いたしました。
元気に空を泳ぐこいのぼりたちが、多くの笑
顔を生んだことと存じます。引き続き、藤枝青
年会議所の事業へのご協力を賜りますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。
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ウロコに
おおきくなったわたしのかおをかいたよぉ〜どこに貼ろうかなぁ。

僕の手
形は

ここだ
よ

蓮華寺池公園で
のびのび

泳いでね！

わぁこいのぼりだぁ♪なかにいきたいっ！

藤 枝 市

議会議会だよりだより



その他令和７年度当初予算につきましては、こちらをご覧ください。

市 議 会 の 提 言  か ら 予 算 へ 反 映

◆学校ICT環境整備事業費学校ICT環境整備事業費

令和７年度中に更新予定である一人一
台端末を活用した、登校できない児童
生徒への遠隔授業や心の健康を観察
できるアプリの導入など、新たな取組を
研究する。

教育政策課

学校ICT環境推進事業の新たな取り組み

ICTを活用し誰一人取り残さない教育環境や
心のケアの充実を！

＋8億3,500万円（新規）

0円 8億3,500万円

◆地域防災力強化事業費地域防災力強化事業費
◆静岡県総合防災訓練事業費静岡県総合防災訓練事業費

静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練に合わ静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練に合わ
せ、市民に向けた防災対策の啓発を強化するとせ、市民に向けた防災対策の啓発を強化すると
ともに、新たな災害ともに、新たな災害
時協定の締結など時協定の締結など
官民連携による防官民連携による防
災体制の強化に努災体制の強化に努
める。める。

大規模災害対策課　地域防災課

地域防災の強化と総合防災の徹底

各家庭への防災対策の啓発強化と、
企業と連携した支援体制の構築を！

288万円

＋3,282万円

3,570万円

◆食と農アンテナエリア食と農アンテナエリア
　形成推進事業費　形成推進事業費

企業立地戦略課

食と農アンテナエリア形成

「食と農」のアピールを進め企業誘致の
さらなる促進を！

80万円

＋40万円

120万円

食農まちづくりコーディネーターの活動日数を増
加し、首都圏の企業
訪問等がこれまで以
上に行える環境に改
め、「食と農」に特化
した新産業の誘導・
誘致を図る。
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２月定例月議会では、令和７年度当初予算を審議し、一般会計666億８,000万円、特別会計312億7,100万円、
企業会計346億4,700万円を可決しました。予算編成にあたり市議会の提言が反映された事業をご紹介します。

◆住宅地創出事業費住宅地創出事業費◆農業基盤整備促進事業費農業基盤整備促進事業費
農林基盤整備課 住まい戦略課

「地域計画」と併せた低・未利用農地の戦略的有効活用の推進

農業者のための基盤整備
促進や設備投資を！

4,640万円

＋980万円

5,620万円

移住定住の受け皿となる
宅地造成を！

0円

＋400万円（新規）
400万円

市街化調整区域における土地利用方針に基づき、
居住誘導を行う地区について条例制定により新た
な住宅用地を創出する。

地元や県と連携し、農作業の省力化や生活環境基
盤などの向上を図り、農地の基盤整備を推進する。

市 議 会 の 提 言  か ら 予 算 へ 反 映

◆ドリームプラン推進事業費ドリームプラン推進事業費
◆eスポーツサッカー大会事業費eスポーツサッカー大会事業費
◆スポーツフェアドリームサッカースポーツフェアドリームサッカー
　事業費　事業費

サッカーのまち推進室

サッカーのまち藤枝の次代への推進

元日本代表選手と
の記念試合やサッ
カー教室を開催す
るほか、ウォーキン
グサッカーの普及
やeスポーツサッ
カーによる賑わい
創出など、次の
100年に向けた先
駆的な事業を行っ
ていく。

「レガシー×シビックプライド」に磨きを
かけ、サッカーのまちの新たな歴史を！

80万円

＋990万円

1,070万円

スポーツフェアドリームサッカー in藤枝（平成22年開催）
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pick up!

　１月10日に、令和７年１月臨時議会が開催され、エネルギーや物価高騰により生活に影響を受ける住
民税非課税世帯の方と、定額減税補足給付金に不足が見込まれる方に対して給付金による支援を行うた
め、令和６年度一般会計補正予算（第１号議案）が上程され、原案のとおり可決されました。

　令和７年２月定例月議会で審議した市長提出議案45件、議員発議案２件について、全議案とも原案ど
おり可決・同意とされました。

・予算案件（令和７年度当初予算） 11件
・予算案件（令和６年度補正予算） ８件
・条例案件 21件
・その他案件 １件
・人事案件 ４件

市長提出議案（第２号議案～ 46号議案）

令和７年２月定例月議会の概要　日程：２月17日～３月19日（３１日間）

令和７年１月臨時議会報告

発議案第17号　公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・確保を求める意見書

　「刑法等の一部を改正する法律」の施行及び「行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律」の一部が改正されたことに伴う条文の整理など所要の改正を行うものです。

発議案第18号　藤枝市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例

　教員の長時間勤務について一定程度の改善は見られるものの、依然として歯止めがかからない状況
にあり、静岡県内においても教員不足による定数未配置の学校が存在します。教員の人材確保は喫緊
の課題であることから、国において、公立の義務教育諸学校の適正教員数を維持・確保していくため、
下記事項に取り組むよう強く要望するものです。
⒈校務のＤＸによる業務効率化や業務内容の見直しを進めるなど、さらなる働き方改革の推進

を強力に支援すること
⒉教職調整額を直ちに引き上げるとともに、時間外勤務を抑制するための法整備を進めること

　文化芸術を活かした農村と都市の交流促進等の取組を推進するこ
とで持続可能な中山間地域の形成を図るため、ふじえだ陶芸村拠点
施設の設置及び管理に関する条例を制定しました。陶芸センターや
温泉施設の開館時間、休館日、使用料などを定めています。

「ふじえだ陶芸村拠点施設条例」（第30号議案）

　市営住宅の入居手続に際し、連帯保証人の確保が困難な場合において、家賃債務保証業者の保証に
より入居できるようにするための改正を行うものです。

「藤枝市営住宅条例の一部を改正する条例」（第35号議案）
建設中の新陶芸センターと道の駅

（藤枝市本郷）
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人事案件

議員研修会を開催しました
～自殺対策研修会～

実施日：令和７年１月21日（火）

「県障害福祉課」による自殺者の動向
と国・県の取組状況の報告、「市健康
企画課」の第２次藤枝市自殺対策計
画についての説明、「市健康推進課」
のゲートキーパー養成講座などを受
け自殺予防の正しい知識や取組など
について理解を深めました。

◆　第43号議案　　副市長　河野　一行さん（静岡市駿河区）
◆　第44号議案　　公平委員会委員　鈴木　史朗さん（茶町三）
◆　第45号議案　　固定資産評価審査委員会委員　市川　晃さん（藤岡三）
◆　第46号議案　　監査委員　山﨑　章二さん（瀬戸新屋）

次の人事案件について同意しました。

Facebook
Instagram

「藤枝市議会」で
議会活動情報を
随時更新しています

　藤枝市議会ではホームページ、
市議会だよりに加え、議会の情報
発信を強化し、より多くの方に議
会への関心をもっていただくため
に随時投稿しています。

議会は
藤枝市議会

ホームページでも
ご覧いただけます

　藤枝市議会ホームページでは、本
会議のライブ中継と録画放映を行っ
ています。市民生活に直結した重要
な問題の審議をぜひご覧ください。

市役所５階で
議会を

傍聴しませんか

　市民の生活に直結した重要
な問題が審議されます。
　議会は、どなたでも傍聴す
ることができます。お気軽に
お越しください。市役所５階
の傍聴受付で傍聴券を受けと
れば傍聴できます。住所、氏
名などの記入は不要です。

Facebook Instagram
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代 表 質 問

藤
新
会

多
田
　
晃 

議
員

令和７年度の当初予算・組織の概要、重点戦略について

問 �「予算への意気込みについて」伺う。
答  市政の舵取りに当たって、市長就任以来、最

重点課題として位置付けた、財政の健全化と
市立総合病院の経営健全化、そしてクリーン
センターの整備については、これまでの着実
な推進により、それぞれ一定の目途がついた。
これまでの常識や経営手法が通用しなくなる
この大きな転換点に臨むにあたり、市政経営
においても「未来に何をつなげられるか」を
常に念頭に、「未来への種まき」となる様々な
施策を盛り込む形で予算の編成を進めてきた。
希望ある未来を担っていく「人」が、現在そ
して将来にわたって輝き、幸せを実感できる
まちづくりを進めるべく、改めて気を引き締
めて全力で市政経営を進めていく。

問 �「スクラップ・アンド・ビルドに際して、どの
ような所をスクラップするかについて」伺う。

答  現状における市政経営は、次への成長に向け
た施策を構築していく必要がある一方、過大
な財政出動を抑制するなど、施策の推進と財
政の健全化のバランスがこれまで以上に求め
られる、大変難しい局面にある。スクラップ・
アンド・ビルドについては、「あれもこれも」
から「あれかこれか」に転換し、優先順位に
ついて厳しい決断を行う。いわゆるマンネリ
化している事業や、費用対効果が低い事業な
ど、個々の事業から、将来的な公共施設の統
廃合まで、全事業総点検シートを活用した検
証などにより、市民目線・市民感覚で事業の
取捨選択を行っていく。

問 �「市立総合病院の経営状況と今後の取組みに
ついて」伺う。

答  診療収益は過去最高額が見込まれますが、一方
で、それ以上に人件費や材料費、経費の支出も
急激に増えており、増収減益の状況となってお
ります。今後の取り組みについては、収入の大
半を占める診療報酬を、物価や賃金の上昇に適
応したものに改定することを国に強く要望して
いくことや、人間ドックやがん検診のさらなる充
実、在宅診療や訪問看護の強化、業務見直しに
よる効率的な運用を図り、費用の抑制などに取
り組み、健全な経営基盤の確立を進めていく。

問 �「病床数の適正化について」伺う。
答  効率的な医療に努めたことで平均在院日数が

短縮し、実稼働病床468床と許可病床の564
床より少なくても受入れが出来る状況である。
このため、今後早急に、国が進める病床数適正
化に係る財政支援の活用に向けた検討とあわ
せ、現行の空き病床について、市民サービス
の向上につながる利活用を検討していく。検
討内容としては、全身麻酔患者の口腔ケアや
美容医療も考えている。

問 �「今後の自治会・町内会活動について」伺う。
答  令和３年度より持続可能な地域自治の仕組み

づくりにいち早く取り組み、自治会の皆様の
負担軽減策について全庁的に検討を重ねてい
る。これまで、広報紙をはじめ、各種配布物の
見直しや各種手続きの簡素化などを進めると
ともに、河川等の環境保全活動へのラジコン
式草刈り機の導入、また、道路や河川、農林
関係の要望手続きの簡略化などの取組を行っ
ているところである。社会情勢が変化する中
で、仕事をしながらでも地域活動の担い手と
なれる環境づくりは、本市に限らず全国的に
も喫聚の課題であると考えます。そこで今後
も、各種委員や会議の在り方の見直しのほか、
昨年度に作成した地域の取組事例集の共有や、
地域活動の事務の効率化を図るデジタル活用
への支援など、市からの依頼業務負担軽減と
自治会・町内会における活動の見直しへの支
援を並行して、できることは全て取り組み、持
続的に地域活動を担うことのできる環境づく
りを地域とともに考え、実践していく。

各会派の代表者が、市長の施政方針に対する質問を行います。質問は１議員40分以内です。
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議
員

『予算の特徴と重点施策の所見』について

問 �過去最大の666億８千万円の本予算で、スク
ラップ＆ビルドした見直し事業を伺う。

答  紙の印刷からデーターへの転換、広報誌の発
行回数の減、はたちの集いや敬老会の見直し
等々、一方作り上げる事業は「架け橋期」を
接続する取組み、若手音楽家の育成、体育館
の空調整備、障害のある方の通所サービスへ
の交通費の補助等々です。

問 �重点施策の、駅前９街区再開発事業と連動し
て大正大学が設置するインキュベーションセ
ンターについて伺う。

答  大正大学が、来年４月に設置予定の「情報科
学部」のサテライト拠点を米国と国内に設置
する構想を打ち出し、駅前９街区再開発ビル
２階ワンフロア(約250坪)への立地について
基本合意したところであり、令和９年６月開
設目途としている。

『総合病院の６年度決算の見通し』について

問 �本年度決算と黒字体制について伺う。
答  本年度の決算は他病院と同様極めて厳しい状

況にあり現在稼働率の低い病床の集約化、職
員の再配置、各診療科の再配置を実施し、中
長期的な投資計画も全面的に見直し、黒字体
制の構築を図ってまいります。

駅前９街区再開発ビル構想図

『部活動の地域展開』について

問 本年８月から原則、地域展開となるが、課題
解決に向けての対策を伺う。(見切り発車)。

答  指導者の確保、練習会場、用具の確保等々あ
りますが、地域部活動推進コーディネーター
を中心に各団体と協議して進めます。

『高洲南小学校区に交流センター設置』の要望

問 高洲南小学校区に交流センターの設置は地区
の悲願だ。今回新設する大井医院の跡地のコ
ミュニティ施設は交流センターにはなりえま
せん、見解を伺う。

答  来年度整備する、コミュニティ施設の利用状
況を踏まえて検討してまいります。

『黒石川・小石川の水害対策』について

問 �黒石川、小石川沿いの水害対策について総合
的な対策の実現を伺う。

答  黒石川については、護岸の劣化に伴う漏れな
ど緊急を要する破損個所は、修復工事を早急
に実施し、小石川においては、焼津市で遊水
池整備を実施しております。また、令和７年
度からは、各戸への雨水貯留浸透施設の設置
補助を新たに行ってまいります。

『小川島田幹線の事業推進』について

問 �令和７年度に事業着手予定の県道高洲和田線
の代替路線が進捗しない理由と解決策を伺う！

答  現在、県の整備区間である焼津市側地区の用
地取得に時間を要し、完成までに数年かかる
見込みであり、また高洲地区の事業主体が決
まらないのも要因です。しかし令和７年度か
らは、「交通安全対策補助制度」を活用して、
事業促進を図ると県から伺っています。
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日
本
共
産
党

石
井
通
春 

議
員

障がい者の福祉施設通所の交通費補助及び
生活困窮者の居場所づくりについて

問 �予算額340万円の障がい者通所支援は交通費
が高くて施設に通えないという声に基づく制
度か。

答  静鉄バス利用者はバス会社の半額減免と併せ
４分の１負担に。JRは距離に関係なく運賃の
半額を補助する。

問 �予算額160万円で新設する引きこもり成人の居
場所は、障がいの有無にかかわらず利用可能か。

答  障がいの有無や年齢に関わらず月曜日から木
曜日まで開所。気軽に過ごせ、社会復帰を図
る居場所とする。

問 �補聴器購入助成制度の限度額が５万円、住民
税非課税世帯対象となっているが拡大を。

答  非課税世帯からの拡大を検討し、聴力検査時
の制度の周知を行っていく。

予定より30億円以上も増額予算となった
新学校給食センター整備事業費について

問 �西部北部の各給食センターの老朽化で統合し
新設する新学校給食センターの工事費は、２
年前50億円と示しておきながら、今予算は80
億円。物価人件費高騰だけでは説明のつかな
い上振れだ。

答  労務費や資材費の高騰、フロン排出抑制法の
新たな規制などのもとで上昇した。コスト削
減に取り組む。

問 �50億円の見積作成は、900万円の費用を用い
て設計事務所に委託していながら、なぜこれ
ほどの差異が出るのか�。大規模事業は、外部
に委託することなく職員自らが基本設計を作
るべきではないか。私は、２センターを統合し
大規模化するか、２センターを存続させるか、
地産地消の面からも議論をしてきた。統合に
対する現場の調理士の反対の声を紹介したが、
統合ありきの市の進め方は、賛成できない。

答  民間会社は専門性がある。事業の節目で担当
職員が検証することは大きな役割である。

「地域医療連携推進法人」で何を目指すのか

問 �市立病院の病床削減が可能となる法人化で何
を目指すのか。

答  本制度で病床削減を議論する事はない。

問 �市民の願いは２週間で退院ではなく完治まで
市立病院にいる事だ。病床削減よりかつて存
在した療養病床の復活を。

答  急性期医療を提供する事で数億円の加算を得
ている。復活には慎重な議論が必要。

リニア先進坑掘削を進めるJRに対し約束した
調査の実施を

問 �JRは、県境手前の断層の調査を行う事を県と
約束し、５月に山梨側からボーリングを再開
したが、調査に失敗。県に報告もせず一方的
に県境越えのボーリングを実施し、成果の如
く言いふらしたのみならず、直径７ｍの先進
坑掘削を進めている。約束していた調査の実
施を求めるべき。

答  計画通り進まなかった原因分析と断層調査を
行うようJRに伝えた。

問 �流域自治体は水資源に影響が出た際のJRに
よる補償を求めているが、どうやって補償で
きるというのか。

答  文書化での補償を求めたもの。工事許可の条
件とはならない。

問 �３月からJRが説明会を行うが、オープンハウ
ス形式で一方的な内容となりかねないのでは
ないか。

答  JRに都合の良い説明会ならやる必要はない。
JRにそうならないよう申し入れ、回答を得て
いる。説明会をしたからと言って、住民理解
が得られた事にはならない。

問 �県と流域市町からなる利水団体が一体となっ
て交渉する体制が築かれてきたが、10市町首
長とJRが直接・非公開の場で協議を持つこと
は良くない。

答  重要な案件は公開の場で行うべきと考える。

問 �JRが表明した１時間に２本の静岡駅への新
幹線ひかり号停車は経済効果があるか。

答  水問題と全く異なる事柄であり、トンネル工
事と切り離すべきものである。

88



手話言語条例について

問 障がい者福祉への取り組みが進んできている
中、聴覚障がいに関する動きとして「手話言
語条例」を制定する自治体の広がりが挙げら
れる。藤枝市でも制定を求めたいが考えを伺
う。

答  市では近隣他市町に比べ多くの方が手話通訳
者として登録され、「手話奉仕員養成講座」も
毎年開催している。手話は言語として位置づ
けられており社会参加に欠かせない。

　　条例の制定は重要な意義があると考えており、
当事者団体などの意見を伺いながら、条例に
ついて検討していきたい。

発達支援について

問「重度障がい児」が主な対象とされた福祉サー
ビス「居宅訪問型児童発達支援」だが、「外出
や集団での生活が著しく困難な障がい児もこ
の対象となり得る」との見解が国から示され
た。市の対応について伺う。

答  市ではこれまで「居宅訪問型児童発達支援」
の給付実績はないが、志太榛原地域内には対
応できる事業所が存在するので、支援の対象
となる児童がいた場合には本人の状況に沿っ
た発達支援サービスを提供していく。

ローカルＳＤＧｓの評価について

問 令和７年度は市の第６次総合計画前期５カ年
の最終年度であることから、設定している藤
枝市版ローカルＳＤＧｓについて進捗状況の
評価をするべきと思うがどうか。

答  進捗状況は毎年度、数値目標と併せて評価し
ているが、令和７年度が前期計画の最終年度
となることから５年間を総括しての評価の在
り方も検証して公表していきたい。

インクルーシブ遊具について

問 令和７年度の事業に、年齢・性別・障がいの
有無に関わらず誰もが利用できる公園整備と
して、駅南公園にインクルーシブ遊具を先行
して設置すると言われているが、今後につい
ての考えを伺う。

答  市では“すべてのこどもに優しいまちづくり”
を柱とした「こども基本条例」を他市に先駆
けて施行した。都市環境づくりにもこの視点
を取り入れ、インクルーシブ遊具の導入を順
次進める中、第一弾として駅南公園に設置し
ていく。

サッカー交流と関係人口について

問「サッカーのまち100年」を過ぎサッカーを
通じての交流や関係人口の構築について、次
のステージに向けての所見を伺う。

答  スポーツは人々に夢や感動を与えるが「蹴球
都市」として新たな価値を生み出し、未来に
繋げていくため、誰もがサッカーに触れ、健
康づくりに繋がるウォーキングサッカーやｅ
スポーツといった分野への展開を推進し、新
しいサッカーのまちづくりに取り組みたい。

防犯対策機器への補助について

問 侵入強盗や特殊詐欺などが多発している現在、
犯罪抑止効果のある「録画機能付きドアホン」
など、住居における防犯対策機器への購入費
補助を検討できないか。

答  防犯カメラやカメラ付インターホンは、犯罪
防止の有効なアイテムであると認識している。
今後、家庭における防犯対策のさらなる徹底
に向け、効果的な施策を検討していく。

犯罪抑止効果のある録画機能付きドアホンの例

公
明
党

大
石
保
幸 

議
員
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藤
の
ま
ち
未
来

議
員

遠
藤
久
仁
雄

藤
新
会

議
員

薮
崎
　
正
幸

●�議員が市の一般事業に対して、執行状況や

将来の方針をただしたり、政策的な提言を

行います。質問は１議員50分以内です。

●一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員

　本人からの寄稿によるものです。

●�市ホームページで議会録画映像の配信や

「会議録の検索」により一般質問など本会

議の詳しい内容も、ご覧になれます。
２月定例月議会の一般質問は、
２月27日（木）、28日（金）の

２日間にわたり行われました。 インターネット議会中継

会議録検索システム

問
生
活
道
路
に
於
け
る
時
速
30
㎞
走
行
の
市
民
へ
の
呼
び

か
け
に
つ
い
て
、
今
後
の
本
市
独
自
の
取
り
組
み
状
況

を
伺
う
。

答
昨
年
12
月
に
生
活
道
路
で
の
速
度
抑
制
を
呼
び
か
け
る

の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、
自
治
会
・
町
内
会
へ
の
配
布
を

開
始
し
た
。
来
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
33
の

関
係
団
体
で
構
成
す
る
「
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
」

で
、
生
活
道
路
に
於
け
る
速
度
抑
制
を
本
市
独
自
の
重

点
目
標
に
掲
げ
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
く
。
警
察
と
も
協
議
し
予
算
措
置
を

含
め
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

問
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
で
、
遊
び
を
通
し
て
学

ん
で
い
る
こ
ど
も
た
ち
は
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
と
教

科
を
通
し
て
の
学
習
が
始
ま
る
。
近
年
こ
の
時
期
の
教

育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
行
政
側
と
し
て
配

慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
ど
も
た
ち
は
こ
の
学
び
や
生
活
の
変
化
に
対
し
、
精

神
的
に
も
動
揺
し
不
安
を
感
じ
る
時
期
で
あ
る
。
こ
れ

を
乗
り
越
え
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
円
滑
な
接
続

連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
各
園
や
各
小
学
校
の
先
生
方
の

連
携
や
こ
ど
も
達
の
交
流
活
動
や
研
修
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
ま
た
こ
の
架
け
橋
期
に
於
い
て
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
新
た
に
こ
ど
も
課
に
配
置
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

作
成
に
於
け
る
助
言
や
相
談
に
応
ず
る
な
ど
、
サ
ポ
ー

ト
を
強
化
し
て
い
く
。

な
く
そ
う
。
交
通
死
亡
事
故
を
！

問
大
旅
籠
柏
屋
か
ら
岡
部
支
所
に
か
け
て
の
旧
東
海
道
の

舗
装
の
修
繕
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

答
こ
の
道
は
文
化
の
継
承
や
景
観
を
重
視
し
特
殊
な
舗
装

を
し
て
あ
り
劣
化
が
進
ん
で
い
る
事
も
承
知
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
よ
り
地
元
住
民
を
入
れ
計
画
を
作
る
。

問
岡
部
地
区
に
は
、
10
の
日
本
遺
産
に
係
る
構
成
文
化
財

が
あ
り
、
そ
の
周
辺
の
木
和
田
川
砂
防
堰
堤
、
蔦
の
細

道
公
園
等
に
は
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

こ
ち
ら
も
適
切
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

答
市
と
し
て
当
然
大
切
な
財
産
で
あ
る
た
め
、
修
繕
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
努
め
て
い
く
。

問
市
に
は
多
く
の
助
成
金
や
補
助
金
制
度
が
あ
る
が
、
周

知
が
足
り
ず
に
利
用
さ
れ
な
い
も
の
や
、
情
報
を
早
く

入
手
し
た
人
だ
け
が
利
用
で
き
て
予
算
額
に
達
し
て
し

ま
う
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
市
民
に
分
か
り
や
す
く
周

知
し
、
利
用
を
促
す
な
ど
の
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。

答
各
種
補
助
金
の
一
覧
を
広
報
ふ
じ
え
だ
４
月
号
と
一
緒

に
折
り
込
む
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
分
か
り
や

す
く
見
や
す
い
補
助
金
一
覧
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
な
ど
に

分
け
公
開
す
る
。
ま
た
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
同
様

に
わ
か
り
や
す
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
改
善
す
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、
イ
ン
フ

ラ
の
劣
化
が
著
し
い
。
新
た
に
作
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、

修
繕
や
維
持
管
理
こ
そ
最
優
先
で
進
め
て
ほ
し
い
。

藤
枝
市
の
文
化
遺
産
と

大
旅
籠
柏
屋
周
辺
に
つ
い
て

幼
保
こ
小
連
携
の

「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て

市
民
の
た
め
の

助
成
金
・
補
助
金
が
わ
か
り
に
く
い
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藤
新
会

議
員

植
田
　
裕
明

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

川
島
美
希
子

公
明
党

議
員

山
本
　
信
行

問
歳
出
増
大
に
対
応
し
た
財
政
運
営
の
基
本
的
姿
勢
。

答
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
増
嵩
な
ど
の
影
響
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
ほ
ど
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
の
認
識
の
も

と
、
全
庁
的
に
目
下
の
状
況
を
共
有
し
、
各
部
局
自
ら

全
て
の
事
業
を
総
点
検
し
た
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る

事
業
立
案
を
目
指
し
、
予
算
編
成
を
進
め
た
。

問
こ
れ
か
ら
の
財
政
計
画
、
財
政
収
支
見
通
し
。

答
今
後
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
、
駅
前
一
丁
目
の
再
開
発
、
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要

事
業
が
控
え
て
お
り
、
基
金
や
有
利
な
起
債
を
活
用
し

つ
つ
、
財
政
規
律
を
も
っ
て
財
政
健
全
化
を
進
め
て
ゆ
く
。

問
二
〇
二
五
年
問
題
に
対
す
る
市
当
局
の
見
解
。

答
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
環
境
を
作
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
他
市
に
先
駆
け
て
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
、
先
ん

じ
て
地
域
の
課
題
の
解
決
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
ゆ
く
。

問
高
齢
者
を
狙
う
詐
欺
被
害
を
ど
う
食
い
止
め
る
か
。

答
通
話
録
音
機
能
付
き
固
定
電
話
機
の
購
入
費
補
助
、
無

人
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
へ
の
音
声
に
よ
る
注
意
喚
起
機
器

の
設
置
、
市
薬
剤
師
会
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
薬
剤

師
か
ら
の
注
意
の
呼
び
か
け
や
警
察
へ
の
情
報
提
供
等
、

自
治
会
や
警
察
、
関
係
団
体
と
被
害
防
止
に
努
め
て
ゆ

く
。

歳
出
増
大
、
当
初
予
算
及
び
こ
れ
か
ら
の

財
政
運
営
に
つ
い
て

二
〇
二
五
年
問
題
と
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

問
本
年
度
の
地
区
で
の
式
典
開
催
地
区
と
参
加
人
数
は
。

答
１
０
５
団
体
中
36
団
体
。
参
加
者
は
２
９
２
７
人
。

問
75
歳
以
上
の
対
象
人
数
は
２
万
７
３
９
５
人
、
９
割
は

参
加
し
て
な
い
が
そ
の
理
由
は
。

答
予
定
が
あ
る
方
や
参
加
を
希
望
し
な
い
方
、
入
院
中
の

方
、
会
場
ま
で
の
移
動
に
支
援
が
必
要
な
方
と
把
握
。

問
自
治
会
か
ら
の
制
度
の
見
直
し
の
意
見
と
は
。

答
不
足
分
の
事
業
費
を
支
援
し
て
ほ
し
い
、
一
方
で
地
区

敬
老
会
の
事
業
の
廃
止
を
含
め
た
あ
り
方
を
考
え
る
べ

き
と
の
意
見
。
改
め
て
地
域
の
皆
様
の
声
を
伺
い
、
自

治
会
町
内
会
の
負
担
軽
減
を
含
め
検
討
す
る
。

問
食
材
費
高
騰
で
今
年
度
は
人
気
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、

雛
あ
ら
れ
な
ど
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
季
節
の
お
楽
し
み

献
立
は
こ
ど
も
達
の
た
め
に
復
活
し
て
ほ
し
い
。

答
デ
ザ
ー
ト
を
含
む
食
材
は
こ
ど
も
達
の
希
望
に
添
え
る

よ
う
に
一
層
努
め
た
い
。

問
身
体
を
作
る
米
の
残
飯
が
多
い
の
は
、
栄
養
面
、
食
品

ロ
ス
の
観
点
か
ら
も
問
題
と
思
う
。
例
え
ば
カ
レ
ー
等

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
工
夫
が
必
要
で
は
。

答
カ
レ
ー
は
月
に
１
回
だ
が
、
そ
の
他
カ
レ
ー
味
の
メ

ニ
ュ
ー
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

成
長
期
の
子
ど
も
達
に
は
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
て
ほ
し

い
。メ
ニ
ュ
ー
や
盛
り
方
を
工
夫
し
、食
べ
残
し
を
減
ら

す
事
も
食
育
の
観
点
か
ら
も
大
事
な
教
え
の
一
つ
で
す
。

敬
老
の
日
記
念
事
業
に
つ
い
て

安
全
で
子
ど
も
に
喜
ば
れ
る

学
校
給
食
に
つ
い
て

問
藤
枝
市
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
建
造
物
の
画
像
や
映
像

な
ど
後
世
に
残
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答
貴
重
な
建
造
物
を
画
像
や
映
像

で
記
録
す
る
こ
と
は
、
保
存
、

継
承
、
教
育
、
観
光
な
ど
の
面

で
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
効
果
的
な
記
録
、

継
承
方
法
の
一
つ
で
あ
る
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
と
福
祉
が
連
携
を
し
、
よ
り
効
果
的
に
SOS

の
早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も

の
を
想
定
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答
小
さ
な
SOS
等
を
い
ち
早
く
察
知

し
、
問
題
が
表
面
化
す
る
前
か

ら
支
援
に
繋
が
る
こ
と
が
、
最

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
議
員
ご
提
案
の
ア
プ

リ
も
含
め
、
ま
ず
は
そ
の
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
効
果
等
を
精
査

し
導
入
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

本
市
の
文
化
財
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

不
登
校
等

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
に
つ
い
て
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無
会
派

議
員

山
根
　
　
一

日
本
共
産
党

議
員

さ
と
う
ま
り
こ

問
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
ん
で
い
る
か
。

答
現
庁
舎
は
長
寿
命
化
で
余
力
は
あ
る
も
の
の
、
行
政
の

ス
リ
ム
化
や
自
然
災
害
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
な
ど

抜
本
的
な
見
直
し
が
急
務
で
あ
る
。
現
在
、
若
手
職
員

も
交
え
て
全
国
の
新
庁
舎
や
民
間
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
研

究
し
、
多
角
的
に
整
備
構
想
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

実
現
可
能
な
構
想
が
出
来
た
段
階
で
市
民
に
示
し
、
意

見
を
伺
い
な
が
ら
設
計
に
移
行
し
て
い
く
。

問
下
表
は
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
表

で
あ
る
が
何
を
感
じ
る
か
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
政
運
営
に
お

け
る
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
地
域

産
業
の
大
き
な
活
路
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
他
市
へ
の
流
出
額
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
実
質
的
な
収
入
確
保

に
向
け
、
寄
付
額
の
拡
大
は
必
須
で

あ
る
。

問
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
。

答
来
年
度
は
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室
を

創
設
し
、
専
任
体
制
で
財
源
の
安
定

確
保
に
取
り
組
む
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

私
は
、
住
民
税
減
収
額
が
年
々
増
加
し
、
実
質
的
収
入

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
藤
枝
市
民
の
他
市
へ
の
寄
付

額
増
加
で
市
税
減
収
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
広
報
ふ
じ

え
だ
や
Ｈ
Ｐ
等
で
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

市
役
所
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
シ
テ
ィ
・
ト
レ
セ
ン
構
想
で
宿
泊
施
設
建
設
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
市
内
の
宿
泊
施

設
が
足
り
な
い
状
況
の
実
態
を
伺
う
。

答
本
年
度
は
８
回
の
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
時
、
年
間
で
延
べ

20
日
間
、
市
内
で
宿
泊
先
が
不
足
し
た
。

問
施
設
は
百
％
民
間
が
建
設
す
る
も
の
か
。

答
民
間
が
、
設
置
・
所
有
・
運
営
す
る

問
閑
散
期
や
平
日
の
利
用
を
、
ど
う
増
や
す
の
か
。

答
採
算
が
取
れ
る
よ
う
民
間
提
案
者
が
検
討
中
。

問
市
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
市
民
が
「
ス
ポ
ー
ツ
す
る

理
由
」
は
、「
健
康
と
体
力
の
維
持
」
が
最
多
。「
で
き

な
か
っ
た
理
由
」
は
、「
仕
事
・
家
事
で
多
忙
」、「
金

銭
的
余
裕
な
し
」
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
競
技
ご
と
の

実
施
人
数
は
少
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
で
さ
え
実
施
し
た
の

は
３
％
程
度
で
あ
る
。
市
民
が
一
番
多
く
取
り
組
ん
で

い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
る
。

　

故
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
は
「
市
民
が
主
人
公
」
と
な
る

よ
う
、
日
常
の
運
動
習
慣
支
援
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

答
全
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
的
に
過
ご
せ
る

よ
う
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
重
点
を
置
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
は
、
全
て
の
人
の
権
利
。

広
く
、
市
民
全
体
に
届
く
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
！

藤
枝
シ
テ
ィ
・
ト
レ
セ
ン
構
想
に
つ
い
て

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
本
市
に
お
け
る
介
護
人
材
の
確
保
と
、
持
続
可
能
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
つ
い
て
、
現
状
と
対
応
策
は
？

答
市
内
の
介
護
事
業
所
で
は
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
調
査
で
は
42
％
の
事
業
所
が
「
人
手
不
足
」
と
回

答
し
て
お
り
、
不
足
人
数
は
83
人
に
上
り
ま
す
。

問
介
護
職
の
待
遇
改
善
と
若
年
層
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

答
市
で
は
「
介
護
福
祉
士
業
務
定
着
事
業
費
・
研
修
費
補

助
金
」
を
設
け
、
1
年
以
上
勤
務
し
た
職
員
に
最
大
5

万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
事
業
所

と
連
携
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
産
業
と
比

べ
た
賃
金
上
昇
率
の
低
さ
が
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
処

遇
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

問
今
後
の
介
護
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
市
の
方
針
は
？

答
「
第
9
次
ふ
じ
え
だ
介
護
・
福
祉
ぷ
ら
ん
21
」
に
お
い
て
、

「
介
護
人
材
の
育
成
・
確
保
」
を
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
現
在
、
介
護
職
員
の
確
保
と
定

着
を
目
的
に
、「
藤
枝
市
介
護
人
材
確
保
対
策
連
絡
会
」

と
協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
介
護
職
の
魅
力
発
信
、
学
校
に
お
け
る
福
祉
教

育
の
推
進
、
県
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
総
合
的
な
支
援

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

介
護
の
現
場
は
今
、
厳
し
い
状
況
で
す
。
介
護
職
が
誇

り
を
持
て
る
環
境
を
つ
く
り
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
で

き
る
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
も
現
場
の
声
を

し
っ
か
り
届
け
て
い
き
ま
す
。

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

寺
田
亜
記
子

持
続
可
能
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
つ
い
て

年　度 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

寄附額 4.41 5.50 4.98 5.80 10.34

実質的収入 0.98 2.55 1.91 2.17 4.20

住民税減収額 ▲1.62 ▲2.08 ▲2.87 ▲3.50 ▲4.07

（単位：億円）

市
民
に
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
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藤
の
ま
ち
未
来

議
員

八
木
　
　
勝

藤
新
会

議
員

深
津
　
寧
子

藤
新
会

議
員

山
川
　
智
己

「
蹴
球
都
市
」
と
し
て

次
の
十
年
、
百
年
に
つ
い
て

問
今
後
の
市
サ
ッ
カ
ー
文
化
振
興
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

答
サ
ッ
カ
ー
文
化
の
更
な
る
醸
成
を
目
指
し
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
サ
ッ
カ
ー
に
親
し
み
関
わ
る
機
会
を
創
出
す

る
た
め
、
老
若
男
女
、
障
が
い
の
有
無
等
に
関
わ
ら
ず
、

サ
ッ
カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
、
本
市
な
ら
で
は

の
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問「
蹴
球
都
市
」
を
掲
げ
て
い
る
本
市
と
し
て
、
全
国
大

会
等
に
出
場
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
・
団
体
へ
の
遠
征

支
援
に
つ
い
て
。

答
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
交
通
費

の
補
助
、
本
市
か
ら
も
出
場
奨
励

金
を
交
付
し
て
い
る
。

問
菊
川
市
で
は
市
の
予
算
を
使
う
こ

と
な
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
海

外
で
も
企
業
が
資
金
を
提
供
し
て

く
れ
る
仕
組
み
や
組
織
が
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に
関
し
て
、

そ
う
い
っ
た
団
体
や
、
仕
組
み
の

設
置
が
出
来
た
ら
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答
各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
周
知
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
仕
組
み
も
検
討
し
、
企
業
が
資
金
提
供
し

て
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
国
内
で
事
例
が
あ
る
か
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

「
蹴
球
都
市
」と
し
て
、子
ど
も
た
ち
に「
夢
」と「
未
来
」を
。

問
土
地
利
用
計
画
に
お
い
て
工
業
用
地
化
・
農
業
保
全
・

住
環
境
整
備
の
優
先
順
位
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

答
人
口
減
少
対
策
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
食
の
安
定
自

給
や
良
質
な
景
観
形
成
の
た
め
、
農
地
の
保
全
と
都
市

的
土
地
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
る
。
策
定
中

の
地
域
計
画
に
基
づ
き
、
営
農
エ
リ
ア
と
都
市
的
土
地

利
用
エ
リ
ア
を
明
確
化
す
る
方
針
で
あ
る
。

問「
食
と
農
」
「
健
康
と
医
療
」
を
活
か
し
た
産
業
振
興

の
具
体
策
は
？

答
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
理
念
に
基
づ
き
、
農

商
工
連
携
や
六
次
産
業
化
を
推
進
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
生
み
出
す
「
ふ
じ
え
だ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
」
を
通
じ
て
、
企
業
の
新
規
事
業
展
開
や
販
路
拡
大

を
支
援
し
て
い
る
。

問
気
候
変
動
や
社
会
変
化
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
農
業

を
は
じ
め
と
し
た
産
業
の
発
展
の
将
来
的
方
向
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？

答
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
ま
ち
推
進
室
を
設
置
し
、
有
機
農
業

の
拡
大
や
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
健
康
生
活

産
業
を
推
進
し
、
県
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し

な
が
ら
、
新
た
な
産
業
創
出
に
取
り
組
む
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
だ
け
で
な
く
、
何
を
優
先
す
べ
き
か

が
重
要
で
す
。
持
続
可
能
な
農
業
と
産
業
の
発
展
を
見

据
え
、
関
係
自
治
体
と
の
連
携
強
化
や
将
来
的
な
行
政

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め
、
実
効
性
の
あ
る

施
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
発
展
の
方
向
性
に
つ
い
て

共
生
社
会
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

問
情
報
の
伝
達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障
害
が
あ
る

方
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
や
考
え
は
？

答
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
画
を
さ
ら
に
活
性
化
し
、
活

躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
手
話
や
音
声
言
語
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
対
す
る
理
解
の
促
進

や
普
及
、
手
話
人
材
の
育
成
・
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

手
話
言
語
も
含
め
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
包
括
し
た
条
例
は
、
全
て

の
市
民
の
障
害
へ
の
理
解
促
進
や
、
障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
等
し
く
情
報
を
取
得
し
、
相
互
に
意
思
疎
通
を

図
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
当
事
者
団

体
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
伺

い
な
が
ら
制
定
し
て
い
く
。

問
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
市
が
担
う
役
割
・
考
え
方
は
？

答
か
つ
て
発
行
さ
れ
た
書
籍
は
年
代
が
古
く
、
保
存
・
継

承
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し

た
保
存
と
活
用
方
法
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
ぐ
こ
と
で
郷
土
愛
の
醸
成

と
世
代
間
の
交
流
を
生
み
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
な
ど
、
関
係
機
関
や
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
支
援
、
育
成
策
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

共
生
社
会
の
推
進
は
、
当
事
者
の
方
々
や
関
係
す
る
団

体
の
意
見
・
考
え
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
ま
す
。
意
見

交
換
等
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て
前
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
枝
市
の
伝
説
・
童
話
に
つ
い
て
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令和６年１１月６日　兵庫県西脇市 令和６年１１月６日　兵庫県西脇市

令和６年１１月６日　兵庫県西脇市

広報広聴委員会建設経済環境委員会

健康福祉教育委員会総務委員会

行　政　視　察　報　告行　政　視　察　報　告

　芦屋市では「防災・安全・景観の向上」を目的として、
地域の特徴に応じた方針で無電柱化を推進している。令
和６年４月時点の無電柱化率は15.5％であり、全国的に
高いレベルである。無電柱化には整備コストや事業期間
の長期化が大きな課題であるが、芦屋市の取組は都市の
ブランド力向上や防災力強化の観点から非常に先進的で
あり参考となった。

令和７年１月16日　兵庫県芦屋市

無電柱化の推進について内　容

　令和元年10月に「スポーツを核とした甲子園エリア活
性化推進協議会」を設置し、年間を通じてスポーツやア
ウトドアを楽しめる環境の創出に官民連携して取り組ん
でおり、甲子園エリアの交流人口増加と地域活性化を図っ
ている。

令和７年１月16日　兵庫県西宮市
スポーツを核とした甲子園地域の活性
化について 

内　容

　「市民の安全・安心な暮らしを支え　みんなにやさしい
庁舎」をコンセプトに、「市民に親しまれる」、「機能的・
効率的」、「誰もが利用しやすい」、「防災拠点の機能が果
たせる」、「経済性に配慮した環境にやさしい」など、さ
まざまな工夫が凝らされている庁舎建設までの取組を学
んだ。

令和７年１月17日　岐阜県各務原市

新庁舎建設事業について内　容

　豊田市では人工衛星データから水の成分を分析し、優
先的に調査すべき水道管の漏水エリアを特定したり、将
来の水道管の破損確率をAI解析により「見える化」。水道
ＤＸ技術を活用することで、職員の減少・高齢化、人口
減少による水道料金の減収といった水道管の維持・管理
をめぐる課題に対して、効率的かつ効果的に安全で安心
な水の供給を目指している。

令和７年１月17日　愛知県豊田市

衛星画像とＡＩを活用した漏水対策について内　容

　市立小中学校のコンピュータ教室を、小学校では、「１人
１台学習者端末をより活用できる多目的な教室」、中学校で
は、「学習者用端末では動作が困難な高度なプログラミング
教材を活用できる教室」をコンセプトに、「アクティブラー
ニング教室」として再整備した。この整備により、創造的
な発想で課題を解決できる子どもの育成を進めている。

令和７年１月16日　滋賀県彦根市
「アクティブラーニング教室」の整備、
活用について

内　容

　市立学校児童・生徒に貸与しているGIGA 端末等に「い
じめ報告相談アプリ」をインストールし、１人１台端末
で使用について説明する授業も行う。いじめの報告・相
談には、「こども・いじめ何でも相談課」の臨床心理士及
び教諭経験者などが直接相談を受ける体制をとって、よ
り多くのこどもの声を拾い、いじめ問題の早期発見、早
期対応をすすめている。

令和７年１月17日　大阪府八尾市

「いじめ報告・相談アプリ」について内　容

彦根市行政視察のようす
西宮市行政視察のようす

芦屋市行政視察のようす

　「読む」から「見る＝魅せる」をモットーに議会広報の
改革に取り組み、議会だよりは斬新かつ凝縮された紙面
になるようタブロイド判に変更。ウェブサイトはインパ
クトのあるトップページから２クリックで得たい情報に
たどり着く議会独自のサイトを開設したほか、短い動画
を多様に制作し、YouTubeチャンネルとリンクさせて配
信している。

令和７年１月29日　神奈川県開成町

議会だよりの刷新、議会動画について内　容

　令和２年度より議会だよりをWEB主体に切り替え、議
決結果等のみ掲載した紙版を市内各所へ配置や希望する
市民へ郵送し、WEB版の議会だよりにAIによる一般質問
の要約等を掲載している。中学校を訪問してのグループ
ワークを行っているほか、複数のSNSの役割分担を明確
にして、それぞれを結び付けて情報発信している。

令和７年１月30日　茨城県取手市
議会だよりについて、意見交換会及び
SNSでの情報発信について

内　容

開成町行政視察のようす
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・令和７年２月３日（月）18時30分～20時00分
・生涯学習センター
・参加者：18名（保護者、中学生、教員、競技関係者等）

　中学生の部活動の地域展開をテーマにした議会タウンミーティングを開催しました。議員から部活動

の地域展開の状況についての説明を行った後、議員と参加者との意見交換を行い、地域展開を進める上

での課題などについて率直な声をいただきました。

　いただいた貴重なご意見は、報告書にまとめた上で担当課へ報告しました。さらに、健康福祉教育委

員会より課題への対応について、今後も担当課から報告を求めていくこととなりました。

『部活動の地域展開』をテーマに
議会タウンミーティングを開催！

・セントラル方式の場合、練習場所へ行く
送迎の問題が保護者としては気がかり。

・用具、遠征、大会出場等に費用がかかる。
指導者への対価はどうか？

・子どもたちが学校を越えた仲間ができ
たり、やりたい競技をやれる良い環境と
なってほしい。

・短時間ですが、多種目の話が聞けて良かったです。議会から本日の声を市に届けてください。

・課題が多い内容ですが、子どもが選択できたり、人生のみのりとなる時間が過ごせるシステムに
なってもらえることを望みます。

・今回のことをぜひ報告していただき、子ども、保護者、教師、地域の方が満足できる形が決まる
といいです。

参加者の感想（アンケートからの抜粋）

1515



【
編

集
・

発
行

】
藤

枝
市

議
会

（
藤

枝
市

岡
出

山
一

丁
目

11番
１

号
）

 ☎
054･643･3552　

FA
X054･646･2030

E-m
ail　

gikai@
city.fujieda.shizuoka.jp

U
R

L   　
https://w

w
w

.city.fujieda.shizuoka.jp/

常任委員会審査レポート常任委員会審査レポート
ピックアップ！

　ＧＩＧＡスクール構想により整備された１人１台端
末の活用状況について校長より説明を受けた後、６
年生の授業の様子を見学し、調査してきました。

建設経済環境委員会

第４０号議案　市道路線の認定について

　岡部町内谷地区の工業用地内における「内谷地区工業用地造
成事業」に伴い、焼津岡部線及び三輪立花線交差部からの道路
を新設するにあたり、市道としての位置付けが必要となるため、現
地を確認。その他の路線を含めた新規市道の認定について、委員
会として可決すべきものと決定しました。

総務委員会

　他市と比較し、独自の上乗せを実施している本事業の認知が進み、当初の
想定を上回る50件の補助が見込まれていることから、増額補正を行うもの。
本事業が活用され、市外からの転入者増加につながっている点などを確認し、
委員会として可決すべきものと決定しました。

第12号議案　令和６年度藤枝市一般会計補正予算（第７号）
新婚生活サポート事業費

本会議可決

本会議可決

健康福祉教育委員会

「ＩＣＴを活用した授業について」
（青島北小学校）

現地調査

６月定例月議会は、６月２日から６月25日までの24日間で開かれる予定です。

６月市議会定例月議会

藤枝市議会だより２３２号の賛否の分かれた議案での≪討論の内容はこちらから≫のQRコードのリンク先が
ページの更新に伴い、誤ったページにリンクされておりました。訂正してお詫びいたします。

訂正とお詫び

☆藤枝市議会ホームページでも
　ご覧いただけます。

６月　　　２日　本会議１日目（☆）
　　　　　　　　　議案上程等
　　　　１０日　本会議２日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問
　　　　１１日　本会議３日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問
　　　　１２日　本会議４日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問・議案質疑等

　　　　１３日　現地審査
　　　　１６日　常任委員会
　　　　１７日 常任委員会
　　　　２５日 本会議５日目・採決等（☆）
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